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細胞培養技術 / iPS細胞・再生医療 / 創薬・DDS / バイオセンサー

マーケットムード

85
/ 100  成長加速

AIと自動化が牽引する次世代医療の産業化
細胞・遺伝子治療のオフザシェルフ化と精密診断の融合が市場成長を加速する

日本の幹細胞市場規模（2034年
予測）

細胞・遺伝子治療（CGT）市場規
模（2034年予測）

研究用ウイルスベクター製造市場
規模（2035年予測）

GLP-1関連代謝性疾患治療薬市場
規模

79億ドル 1436億ドル 82.6億ドル 1500億ドル
+282% +1077% CAGR 15.64% —

2024年28億ドルから成長
[S1-02]

2025年122億ドルから成長
[S2-18]

遺伝子・細胞治療研究投資が牽引
[S1-21]

経口薬・トリプルアゴニスト開発
で競争激化 [S3-10]

今週の総括

今週の医療・バイオ分野は、AIと自動化技術が細胞培養、創薬、診断の各プロセスを革新する動向が顕著に現れた。iP
SC由来のオフザシェルフ型細胞治療薬が臨床段階で有望な結果を示し、製造スケールアップの課題解決に向けたCDMO
との提携が加速。創薬ではAlphaFold 3などのAIモデルが分子設計期間を大幅に短縮し、DDS技術も経口ペプチドのFD
A承認で進展。バイオセンサーはナノ材料とAIを統合し、ウェアラブル・埋め込み型デバイスによる個別化されたリア
ルタイムモニタリングが実用化段階に入りつつある。日本はiPSC研究とPMDAの迅速承認制度を強みに、国際的なイノ
ベーションハブとしての存在感を高めているが、グローバルな製造競争とAI技術の活用でさらなる戦略的投資が求めら
れる。

4サブトピック サマリー

サブトピック 主な動向 勢い 主要プレイヤー

細胞培養技術 iPSC由来NK細胞の生産性が攪拌槽型バイオリアクタ
ーで10倍向上し、GMP対応の自動バイオプロセスが
確立。CDMOとの戦略的提携が加速し、製造スケール
アップとコスト削減を推進する。

↑ 上昇 Lonza、Cellares、Evotec、REPRO
CELL

iPS細胞・再生医療 オフザシェルフ型CAR T細胞療法が臨床試験で高い奏
効率と安全性を示し、FDAのRMAT指定も取得。iPSC
由来の糖尿病・心不全治療薬も前臨床・臨床段階で進
展し、日本のiPSC研究が国際的な注目を集める。

↑ 上昇 Cellectis、Fate
Therapeutics、Century
Therapeutics、Heartseed
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創薬・DDS AlphaFold 3や生成AIがタンパク質構造・分子間相互
作用予測を革新し、創薬期間を数年から数週間に短縮
。経口ペプチド「イコロキンラ」がFDA承認され、A
DC市場では二重特異性・二重ペイロード型が急成長
する。

↑ 上昇 Google DeepMind
(AlphaFold)、Isomorphic
Labs、Eli Lilly、Novo Nordisk

バイオセンサー 伸縮性300%の組織一体型バイオエレクトロニクスや
、指先穿刺不要のCGMがFDA承認。ナノ材料とAIを
統合したウェアラブル・埋め込み型センサーが個別化
医療と遠隔モニタリングを推進し、POCT診断も進化
する。

↑ 上昇 Caltech、Dexcom、Abbott
Laboratories、Roche Diagnostics
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今週の注目トレンド（全5件）

TR-01  HIGH 分野横断

AI創薬と製造DXが開発を加速
AlphaFold
3が分子設計を革新し、AIが創薬期間を数週間へ短縮、製造プロセスもデジタルツインで最適化する。

AlphaFold 3はタンパク質構造予測の精度を飛躍的に向上させ、タンパク質複合体や核酸との相互作用も予測可能にな
った。Isomorphic LabsはAI設計のがん・免疫治療薬を臨床試験に進め、Latent Labsは生成AIでマクロ環状ペプチド
や抗体候補を数週間で生成。創薬の初期段階を大幅に短縮する一方、臨床的検証の不足やデータ品質の課題も指摘され
る。製造分野では、AIと機械学習がプロセス分析技術（PAT）と統合され、デジタルツインによるリアルタイム監視と
最適化が進み、バイオ医薬品製造の品質と生産性を向上させる。

創薬期間短縮 AlphaFold 3予測精度 AI創薬投資

数年から数週間へ 実験値に匹敵 多額の投資継続

▶ Google DeepMind ▶ Isomorphic Labs ▶ Latent Labs ▶ Novartis ▶ Hitachi Digital Services

参照: S3-02 S3-03 S3-07 S3-09 S3-12 S1-18 S1-27 S1-29

TR-02  HIGH iPS細胞・再生医療

オフザシェルフ型細胞治療の臨床進展
iPSC由来CAR T細胞療法が臨床で高い奏効率を示し、FDA RMAT指定を獲得、汎用治療への道を開く。

Cellectisのlasme-celがFDA RMAT指定を受け、再発・難治性B-ALL患者で100%の全奏効率を達成。Fate
TherapeuticsやCaribou BiosciencesもiPSC由来オフザシェルフCAR T療法で有望な臨床データを示している。iPSC由
来NK細胞やマクロファージの生産性も攪拌槽型バイオリアクターで10倍向上し、GMP対応の自動プロセスが確立。こ
れにより、同種治療薬の製造コスト削減と供給安定化が進み、より多くの患者へのアクセス拡大が期待される。免疫拒
絶リスク低減のためのAI設計CRISPRによる低免疫原性iPSC開発も進む。

CAR T療法奏効率 iNK細胞生産性 CGT市場規模 (2034年)

100% (Cellectis) 10倍向上 1436億ドル

▶ Cellectis ▶ Fate Therapeutics ▶ Century Therapeutics ▶ REPROCELL ▶ Cellares

参照: S1-01 S1-08 S1-10 S1-11 S1-13 S2-01 S2-02 S2-03 S2-04 S2-05 S2-23 S2-24

TR-03  MID 分野横断

精密DDSとリアルタイム診断の融合
経口ペプチドのFDA承認とウェアラブルセンサーの進化が、個別化された治療と診断を加速する。

経口IL-23受容体拮抗薬ペプチド「イコロキンラ」がFDA承認され、DDS技術の進歩が経口バイオアベイラビリティの
課題克服に貢献。GLP-1市場では経口薬とトリプルアゴニストの開発競争が激化している。診断分野では、Caltechが
伸縮性300%の組織一体型バイオエレクトロニクスを開発し、ウェアラブル・埋め込み型センサーの可能性を拡大。指
先穿刺不要の連続血糖値測定（CGM）システムもFDA承認され、AIと無線通信を統合したセンサーが個別化された予防
医療と遠隔モニタリングを推進する。これにより、患者アドヒアランス向上と早期介入が可能となる。

経口ペプチドバイオアベイラビリティ SIRES伸縮性 CGMシステム承認
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約1% (イコロキンラ) 最大300% 2件 (Dexcom, Abbott)

▶ Eli Lilly ▶ Novo Nordisk ▶ Caltech ▶ Dexcom ▶ Abbott Laboratories

参照: S3-01 S3-10 S4-01 S4-03 S4-04 S4-06 S4-18

TR-04  MID 細胞培養技術

バイオ製造の自動化と品質管理強化
リアルタイムPATと閉鎖系システムがバイオ医薬品製造の品質一貫性と効率を向上させる。

バイオプロセシングにおける次世代プロセス分析技術（PAT）と品質管理（QC）テストが、リアルタイム監視を通じて
生産性と製品品質の一貫性を大幅に向上させる。FDAのICH Q13連続生産ガイドラインはリアルタイムリリース試験を
重視し、AIと機械学習がプロセスの最適化と逸脱検出を推進。REPROCELLはマルチサイト臨床試験でのPBMC処理を
半自動・閉鎖系システムと全自動マイクロ流体プラットフォームで標準化・効率化。シングルユースバイオプロセシン
グプラットフォームの採用も加速し、汚染リスク低減と迅速な生産切り替えに貢献する。

PAT導入効果 PBMC処理時間 シングルユース採用

生産性・品質向上 大幅削減 加速

▶ Technology Networks ▶ REPROCELL ▶ Cytiva ▶ Lonza ▶ Eppendorf

参照: S1-03 S1-04 S1-07 S1-09 S1-18 S1-26 S1-28 S1-31

TR-05  LOW バイオセンサー

ナノ材料と合成生物学による新診断
炭素ドット、ハイドロゲル、リビングバイオセンサーが超高感度・多重検出の診断技術を拓く。

増幅不要な炭素ドットバイオセンサーが大腸菌DNAをフェムトモル感度で検出。ハイドロゲルベースセンサーはグラフ
ェンや金属ナノ粒子などのナノ材料で性能が飛躍的に向上し、ウェアラブルpHメーターで93%の精度を達成。合成生
物学とナノテクノロジーの融合により、マイコトキシン監視を革新するインテリジェント・リビングバイオセンサーが
登場し、環境モニタリングや食品安全評価、生物医学診断の未来を再定義する可能性を秘める。精神神経疾患診断向け
ナノ材料バイオセンサーも進展するが、バイオファウリング対策が課題となる。

大腸菌DNA検出感度 ウェアラブルpHメーター精度 Aβ1-42検出限界

フェムトモルレベル 93% 1.6 fM

▶ Caltech ▶ MDPI ▶ ResearchGate ▶ Iris Publishers ▶ STEMCELL Technologies

参照: S4-02 S4-05 S4-10 S4-14 S4-15 S4-17 S4-18 S4-20
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マクロ環境・市場指標

指標 フェーズ 現状 評価 詳細

再生医療製品の規制
承認動向

加速期 FDA
RMAT指定
1件

FDA RMAT指定、PMDA迅
速承認経路が開発を後押し

CellectisのCAR T療法がFDA RMAT指定を受け、F
DAは既存知識活用による規制申請効率化ガイダン
スを発表。日本のPMDAもBioCardiaの承認に前向
きな姿勢を示し、迅速な市場投入を支援する動きが
加速している。

AI創薬への投資と臨
床応用進捗

実用化初期 AI設計薬 臨
床試験入り

AlphaFold 3が分子設計を革
新、臨床試験段階へ移行

AlphaFold 3がタンパク質構造予測を劇的に改善し
、Isomorphic LabsはAI設計のがん・免疫治療薬
を臨床試験へ。AIは創薬期間を大幅に短縮するが、
臨床的検証の不足とデータ品質が課題として指摘さ
れる。

細胞・遺伝子治療の
製造自動化・効率化

技術成熟期 生産性10倍
向上
(iNK細胞)

バイオリアクター、PAT、C
DMO提携で生産性向上

iPSC由来NK細胞の生産性が攪拌槽型バイオリアク
ターで10倍向上。CellaresのCell Shuttle®やEvot
ecの自動バイオプロセスが製造ボトルネックを解
消し、CDMOとの戦略的提携が加速している。

個別化医療・遠隔モ
ニタリング需要

市場拡大期 CGMシステ
ム FDA承認
2件

ウェアラブル・埋め込み型
センサーが実用化段階へ

指先穿刺不要のDexcom SteloとAbbott Libre CG
MがFDA承認され、非インスリン使用患者の代謝管
理を革新。伸縮性バイオエレクトロニクスやナノ材
料強化センサーが、リアルタイムヘルスケアを推進
する。

マクロ環境サマリー

医療・バイオ分野は、AIと自動化技術の融合により、治療薬開発から診断、製造に至るバリューチェーン全体で構造変
革期を迎えている。特に、iPSC由来のオフザシェルフ型細胞治療薬の臨床進展と、AlphaFold 3に代表されるAI創薬の
進化は、開発期間とコストを劇的に削減する可能性を秘める。同時に、バイオ製造の自動化とリアルタイム品質管理が
生産性を向上させ、ウェアラブル・埋め込み型バイオセンサーは個別化された遠隔医療の実現を加速。規制当局も迅速
承認経路でイノベーションを後押ししており、これらの技術的進歩が相乗効果を生み出し、市場の持続的な成長を牽引
する見込みだ。

市場データ: IBB（バイオテク）  週次トレンド

170.66 USD +1.32%
日本の幹細胞市場規模予測 出典: GMIG Reports [S1-02]
2024年から2034年にかけて2.8倍に成長

年 前回(億ドル) 今回(億ドル) 増減

2024 2.8 2.8 +0.0

2026 3.4 3.4 +0.0

2028 4.2 4.2 +0.0

2030 5.1 5.1 +0.0

2034 7.9 7.9 +0.0

細胞・遺伝子治療市場の成長 2025年 122億ドル → 2034年 1436億ドル: +1077%
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CDMOパートナーシップが市場拡大を牽引し、開発リスク軽減と市場投入期間短縮に貢献する。
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プレイヤー別行動提案

最終製品メーカーへの行動提案
Final Product Manufacturer Cellectis, Fate Therapeutics, Century Therapeutics, Heartseed, BioCardia, ABL Bio, Eli Lilly,
Novo Nordisk, Novartis

iPSC由来オフザシェルフCAR T療法が臨床で高い奏効率を示し、FDA
RMAT指定を獲得。GLP-1市場では経口薬とトリプルアゴニストの開発競争が激化し、Eli LillyとNovo
Nordiskが市場を牽引する。

▍リスク
• 競合他社のAI創薬による開発期間短縮で、自社パイプラインの市場投入が遅延する

• 細胞・遺伝子治療の製造コスト高騰が、治療薬の商業的実現可能性を阻害する

• FDAの未承認エクソソーム製品への警告により、新規治療モダリティの規制リスクが増大する

▍機会
• AI創薬プラットフォームとの提携で、新規ターゲット特定とリード最適化を加速（市場規模1500億ドル）

• CDMOとの戦略的提携により、細胞・遺伝子治療の製造スケールアップとコスト削減を実現（CGT市場2034年1436億ド
ル）

• DDS技術を活用した経口バイオ医薬品開発で、患者アドヒアランス向上と市場拡大（GLP-1市場1500億ドル）

▍今週のアクション
• 今週中にAI創薬ベンダー（例: Isomorphic Labs, Latent Labs）との技術提携可能性を評価し、RFP準備を開始する

• Q3 2026までに主要CDMO（例: Lonza, AGC
Biologics）との細胞・遺伝子治療製造に関する長期契約交渉を開始し、供給安定化を図る

• 2027年Q1までに経口ペプチドDDS技術を持つスタートアップ（例:
SNAC技術保有企業）への投資または共同開発を検討する

� シナリオ： もし競合他社がAI創薬により2027年までに画期的な新薬を上市した場合、自社は既存パイプラインの優
位性を失い市場シェアを奪われる可能性が高い。今からAI創薬プラットフォームへの投資を倍増し、開発期間を最低20
%短縮する目標を設定すべき。

� Quick Win： 今週中にAI創薬に関する最新の学術論文（例: AlphaFold
3関連）をレビューし、自社R&D;部門への導入可能性について初期検討を開始する。

CDMOへの行動提案
CDMO Lonza, AGC Biologics, FUJIFILM Cellular Dynamics, Made Scientific, Pluristyx, Cellares, VIVEbiotech, ENCell, Alcami,
Nikon Cell Innovation

細胞・遺伝子治療市場の急成長を背景に、CDMOとの戦略的提携が加速。LonzaやAGC
Biologicsが製造能力を強化し、Cellaresは完全自動化プラットフォームで製造ボトルネック解消に貢献する。

▍リスク
• 新規モダリティ（例: エクソソーム）の規制不確実性により、製造投資の回収が困難になる

• AIと自動化技術への投資が遅れ、競合他社に製造効率とコスト競争力で劣後する

• サプライチェーンの不安定化により、培地や試薬の安定供給が困難になり、生産計画に支障をきたす

▍機会
• iPSC由来オフザシェルフ細胞治療薬の製造受託で、市場拡大と高付加価値ビジネスを獲得（CGT市場2034年1436億ド
ル）

• 遺伝子治療用ウイルスベクターの高効率・高品質製造プラットフォームを提供し、需要増に対応（ウイルスベクター市場
2035年82.6億ドル）

• バイオプロセスアナリティクスとAIを統合した製造ソリューションを提供し、顧客の品質管理と生産性向上を支援

▍今週のアクション
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• 今週中にCellaresのCell
Shuttle®のような自動化プラットフォームの導入可能性を評価し、2027年Q1までのパイロット導入計画を策定する

• Q4
2026までにiPSC由来細胞治療薬のGMP製造に関する技術ロードマップを更新し、主要OEMとの共同開発提案を強化する

• 2027年Q2までにAIを活用したリアルタイムPATシステムを既存製造ラインに統合し、品質管理の高度化と効率化を図る

� シナリオ： もし主要OEMが自社での細胞・遺伝子治療製造能力を大幅に強化した場合、CDMOへのアウトソーシング
需要が減少し、受注競争が激化する可能性が高い。今からAIと自動化によるコスト競争力と、複数モダリティ対応の柔
軟性を高め、ニッチな高難度製造領域での専門性を確立すべき。

� Quick Win： 今週中にLonzaやAGC
Biologicsの最新投資動向を分析し、自社の製造能力増強計画に反映させるための社内会議を設定する。

テストメーカーへの行動提案
Evaluation & Measurement Equipment Manufacturer Cytiva, Eppendorf, REPROCELL, STEMCELL Technologies, Abbott
Laboratories, Dexcom, Siemens Healthineers, Medtronic

バイオ医薬品製造におけるリアルタイムPATとQCの需要増に対応し、ラマンプローブや高性能レジンで品質管理を向上
。ウェアラブル・埋め込み型バイオセンサー市場では、DexcomとAbbottがCGMシステムでFDA承認を獲得する。

▍リスク
• スマートウォッチ等、非医療グレードの簡易センサーが市場に氾濫し、医療機器としての信頼性が損なわれる

• AI創薬・製造の進化に合わせた新たな評価・計測ニーズへの対応が遅れ、市場機会を逸する

• 規制当局（FDA, PMDA）の承認プロセスが複雑化し、新製品の市場投入に遅延が生じる

▍機会
• AIと統合された次世代PATソリューションを提供し、バイオ医薬品製造のリアルタイム品質管理市場を獲得（製造DX市
場）

• ナノ材料を活用した高感度・多重検出バイオセンサーを開発し、POCT診断と個別化医療市場へ参入（バイオセンサー市
場2034年まで成長）

• 細胞・遺伝子治療の複雑な品質評価ニーズに対応する、自動化されたハイスループット検査機器を提供

▍今週のアクション
• 今週中にFDAのPATガイドライン（ICH Q13）を再確認し、自社製品の適合性向上に向けた開発計画を立案する

• Q3 2026までにAIベースのデータ解析機能を搭載した次世代バイオセンサーのプロトタイプ開発に着手する

• 2027年Q1までにCaltechのSIRESのような伸縮性バイオエレクトロニクス技術を評価し、ウェアラブルセンサーへの応
用可能性を検討する

� シナリオ： もしAI創薬企業が自社で高度なインシリコ評価ツールを開発し、ウェットラボでの評価ニーズが大幅に減
少した場合、テストメーカーは既存のビジネスモデルを維持できなくなる可能性が高い。今からAIと連携したデータ駆
動型評価サービスへの転換を図り、インシリコとインビトロ/インビボを統合したソリューションを提供すべき。

� Quick Win： 今週中にDexcomやAbbottのCGMシステムに関する最新のユーザーレビューを収集し、次世代ウェアラブ
ルセンサー開発のヒントを得る。

原材料メーカーへの行動提案
Raw Material Manufacturer Laminin-511模倣ハイドロゲル開発企業, グラフェン・金属ナノ粒子メーカー, 導電性ポリマーメーカー

hPSC培養向けLaminin-511模倣3Dハイドロゲルが従来のMatrigelを凌駕し、細胞培養の効率を改善。バイオセンサー
分野では、ナノ材料（グラフェン、金属ナノ粒子、炭素ドット）がセンサー性能を飛躍的に向上させる。

▍リスク
• 細胞培養培地やナノ材料の品質・ロット間差が、最終製品の品質に影響を与え、サプライヤー変更を迫られる

• 新規バイオ材料の規制承認プロセスが長期化し、市場投入が遅延する

• 競合他社がより安価で高性能な代替材料を開発し、市場シェアを奪われる
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▍機会
• iPSC由来細胞治療薬向けの高機能・GMPグレード培地や足場材料を提供し、市場成長に貢献（日本の幹細胞市場2034年
79億ドル）

• ウェアラブル・埋め込み型バイオセンサー向けに、生体適合性と伸縮性に優れたナノ材料やポリマーを開発・供給（バイ
オセンサー市場2034年まで成長）

• 遺伝子治療用ウイルスベクター製造に必要な高純度・高機能な試薬や培地を開発し、CDMOへ供給

▍今週のアクション
• 今週中にLaminin-511模倣ハイドロゲル（PCB-LN511）の技術動向を調査し、hPSC培養向け材料開発への応用可能性
を検討する

• Q4 2026までに生体適合性・伸縮性に優れた導電性ポリマーやナノ材料のR&D;投資を強化し、CaltechのSIRESのよう
な先端技術への供給を目指す

• 2027年Q1までにGMP対応の細胞培養培地および試薬の生産能力を増強し、CDMOからの需要増に対応する

� シナリオ： もし主要な細胞治療OEMが培地や足場材料の自社開発・内製化を進めた場合、材料メーカーは市場を失う
リスクがある。今からOEMとの共同開発を強化し、カスタマイズされた高機能材料の提供を通じて、サプライチェーン
における不可欠なパートナーとしての地位を確立すべき。

� Quick Win： 今週中にMDPIやACS
Publicationsの最新論文をチェックし、次世代細胞培養材料やバイオセンサー材料に関する技術トレンドを把握する。

商社への行動提案
Trading Company A2 Healthcare, 三菱商事, 住友商事

A2 Healthcareが海外バイオイノベーターと日本の臨床開発エコシステムを結び、日本のiPS細胞技術の国際的貢献を促
進。細胞培養装置やバイオセンサーのグローバルサプライチェーンにおいて、重要な役割を果たす。

▍リスク
• 海外の先端技術を日本市場に導入する際の規制障壁や知財問題が、事業展開の足かせとなる

• AI創薬や自動化製造の進展により、従来の商流が変化し、仲介機能の価値が低下する

• 地政学リスクやパンデミックにより、グローバルなサプライチェーンが寸断され、材料・製品供給が滞る

▍機会
• 日本のiPSC研究成果（例: Heartseed）の海外展開を支援し、グローバル市場へのアクセスを加速

• 海外のAI創薬プラットフォームや先端バイオセンサー技術を日本市場に導入し、新たなビジネスモデルを構築

• 細胞・遺伝子治療の複雑なサプライチェーンにおいて、温度管理物流や規制対応を含む総合的なソリューションを提供

▍今週のアクション
• 今週中にA2 Healthcareのクロスボーダープラットフォーム戦略を分析し、日本のiPSC技術の国際展開における自社の役
割を再定義する

• Q3 2026までに海外のAI創薬ベンダー（例: Isomorphic
Labs）との日本市場における独占販売・提携契約の可能性を打診する

• 2027年Q1までに細胞・遺伝子治療製品のコールドチェーン物流に関する専門チームを立ち上げ、サービス提供体制を強
化する

� シナリオ： もし日本の製造業が海外の先端技術を直接調達する動きを加速させた場合、商社の仲介機能は陳腐化する
リスクがある。今から単なる仲介ではなく、規制対応、知財管理、市場開拓、資金調達を含む複合的なバリューチェー
ンサービスを提供し、顧客にとって不可欠なパートナーとなるべき。

� Quick Win：
今週中にPMDAの再生医療迅速承認制度に関する最新情報を収集し、海外パートナーへの情報提供体制を強化する。

製造設備メーカーへの行動提案
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Manufacturing Equipment Manufacturer Eppendorf, Cellares, Cytiva, Lonza (バイオリアクター部門), REPROCELL (システム),
Nikon Cell Innovation (製造装置)

バイオリアクター市場ではEppendorfが広範なポートフォリオを提供し、Cellaresは完全自動化プラットフォーム「Cel
l Shuttle®」で細胞治療製造のボトルネック解消に貢献。シングルユースバイオプロセシングプラットフォームの採用
が加速し、細胞培養装置市場の成長を牽引する。

▍リスク
• 細胞・遺伝子治療の製造プロセスが急速に進化し、既存の設備が陳腐化するリスク

• AIと自動化技術の導入が遅れ、競合他社の提供する高効率・高精度な設備に市場を奪われる

• グローバルなサプライチェーンの混乱により、部品調達が困難になり、製造・納期に影響が出る

▍機会
• iPSC由来細胞治療薬の大量生産に対応する、スケーラブルで自動化されたバイオリアクターシステムを提供（iNK細胞生
産性10倍向上）

• リアルタイムPATとAIを統合した次世代細胞培養装置を開発し、バイオ医薬品製造の品質管理と効率化を支援

• シングルユース技術をさらに進化させ、柔軟性、汚染リスク低減、迅速な切り替えを実現するプラットフォームを提供

▍今週のアクション
• 今週中にCellaresのCell Shuttle®のような完全自動化プラットフォームの技術詳細を分析し、自社製品への応用または
共同開発の可能性を検討する

• Q3 2026までにAIベースのプロセス最適化機能を搭載した次世代バイオリアクターのR&D;投資を倍増する

• 2027年Q1までにシングルユースバイオプロセシングプラットフォームのラインナップを拡充し、多様な顧客ニーズに対
応する

� シナリオ： もし主要なCDMOやOEMが自社で製造装置の開発・内製化を進めた場合、設備メーカーは市場を失うリス
クがある。今から顧客の製造プロセス全体を最適化するターンキーソリューションを提供し、データ統合やAIによる予
測保守サービスを付加することで、単なる装置ベンダーからソリューションプロバイダーへと転換すべき。

� Quick Win：
今週中にEppendorfの最新バイオプロセスポートフォリオを調査し、自社の製品戦略における差別化ポイントを特定する。
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インパクトマトリクス（プレイヤー × トレンド）
++ = 大きな追い風 + = 追い風 0 = 中立 - = 逆風 -- = 大きな逆風

プレイヤー

TR-01
HIGH
AI創薬

製造DX

TR-02
HIGH

オフザシェル

臨床進展

TR-03
MID

精密DDS

リアルタイム

TR-04
MID

バイオ製造

自動化

TR-05
LOW

ナノ材料

合成生物学

最終製品メーカー ++ ++ ++ + +

CDMO + ++ + ++ +

テストメーカー + + ++ ++ ++

原材料メーカー 0 + + + ++

商社 + + + 0 0

製造設備メーカー + ++ 0 ++ +

今週のタイムライン（10件）

日付 タグ ヘッドライン 出典

06.04 Mon iPS細胞・再生医療 Cellectisのlasme-cel、FDA RMAT指定獲得 Stock Titan (Cellectis SEC
Filing)

06.04 Mon 創薬・DDS 経口ペプチド「イコロキンラ」が中等度〜重度尋常性乾癬治療
薬として米国FDA承認

Dermatology Times

06.05 Wed 細胞培養技術 Made
ScientificとPluristyxがiPSC細胞療法製造で戦略的提携を強化

Made Scientific

06.06 Fri 創薬・DDS AlphaFold 3がタンパク質構造・分子間相互作用予測を革新 IntuitionLabs / dev.to

06.06 Fri 細胞培養技術 CombiCult®プラットフォームがiPSC由来NK細胞の生産性を
攪拌槽型バイオリアクターで10倍向上

Frontiers

06.08 Mon 細胞培養技術 日本の幹細胞市場が2034年までに79億ドルへ成長予測 GMIG Reports

06.10 Wed バイオセンサー Caltechが伸縮性300%の組織一体型SIRESバイオエレクトロ
ニクスを開発

Caltech.edu

06.11 Thu バイオセンサー FDAが指先穿刺不要のDexcom SteloとAbbott Libre
CGMを承認

Mattioli 1885 / GoodRx

06.11 Thu iPS細胞・再生医療 Imviva Biotechのオフザシェルフ同種CAR
T療法CTD402、再発・難治性T-ALLで86%の全奏効率

GlobeNewswire (Imviva
Biotech)

06.12 Fri 細胞培養技術 Heartseed、重症心不全向けiPSC由来心筋細胞スフェロイド「
HS-005」の第I/II相EMERALD試験で最初の患者投与成功

Heartseed
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注目企業スポットライト

Cellectis [CELG] ↑ FDA RMAT指定獲得
再発・難治性B細胞急性リンパ性白血病（r/r B-ALL）向けCD22標的同種CAR
T細胞療法候補lasme-celが、FDAから再生医療先端治療（RMAT）指定を初めて獲得。ピボタル試験中の同種CAR T療
法として初の快挙であり、フェーズ1データでは対象集団で100%の全奏効率を達成し、管理可能な安全性プロファイ
ルも確認された。これは、オフザシェルフ型細胞治療の商業化に向けた重要なマイルストーンとなる。

• lasme-celの臨床試験進捗とRMAT指定による承認加速スケジュールを継続的にモニタリングする

• 同種CAR T療法における製造プロセスとサプライチェーン戦略を分析し、自社への応用可能性を検討する

• Cellectisの競合他社（Fate Therapeutics, Caribou Biosciences等）の動向を比較分析し、市場競争環境を評価する

AlphaFold 3 [GOOG] ↑ 分子設計を革新
Google DeepMindが開発したAlphaFold 3は、タンパク質構造だけでなく、タンパク質複合体、タンパク質-リガンド
、核酸との相互作用を高精度で予測可能にし、創薬期間を劇的に短縮する可能性を示した。Isomorphic Labsは既にAl
phaFold由来AIモデルを活用した治療薬を臨床試験に進めており、AI創薬の実用化が加速している。しかし、臨床的検
証の不足やトレーニングデータの品質が課題として残る。

• AlphaFold 3のAPI公開状況を注視し、自社創薬パイプラインへの導入可能性を評価する

• AI創薬ベンダーとの提携を通じて、新規ターゲット特定やリード最適化の効率化を図る

• AIモデルの予測結果を検証するためのウェットラボ実験の効率化手法を検討する

Dexcom Stelo / Abbott Libre CGM [DXCM] ↑ FDA承認で市場拡大
FDAが指先穿刺を不要とする連続血糖値測定（CGM）システム、Dexcom SteloとAbbottのLingo（FreeStyle Libreシ
リーズ）を承認。特にインスリンを使用しない成人や2型糖尿病患者の代謝管理に大きな進歩をもたらした。これによ
り、従来の煩雑な血糖値測定が代替され、患者の利便性が大幅に向上する。非侵襲型技術の医療グレード精度への到達
はまだ課題だが、個別化医療と遠隔モニタリングの需要を強く牽引する。

• CGMシステムの市場浸透状況と患者の受容度を継続的に調査する

• 非侵襲型バイオセンサー技術の精度向上に向けたR&D;動向をモニタリングし、自社製品開発に活かす

• FDAのスマートウォッチ等への安全警告を踏まえ、医療機器としての信頼性確保戦略を再確認する

テクノロジーロードマップ

2026
◆ iPSC由来CAR T療法がFDA RMAT指定を獲得し、臨床試験が加速

◆ 経口ペプチド「イコロキンラ」がFDA承認され、DDS技術の進展を示す

◆ AlphaFold 3がタンパク質構造予測を革新し、AI創薬の実用化が加速

◆ 指先穿刺不要のCGMシステムがFDA承認され、遠隔モニタリング市場が拡大

2027
◆ iPSC由来1型糖尿病治療薬CNTY-813がIND申請、臨床試験開始

◆ AI設計のがん・免疫治療薬が臨床試験で初期データ発表

◆ 伸縮性バイオエレクトロニクスがウェアラブル・埋め込み型センサーへの応用を拡大

◆ バイオ製造におけるAI統合型リアルタイムPATシステムが本格導入

2028
◆ オフザシェルフ型細胞治療薬の製造コストが20%削減され、市場アクセスが向上
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◆ 生成AIによる新規分子設計が創薬パイプラインの50%を占める

◆ ナノ材料強化型バイオセンサーが多重バイオマーカー検出で実用化

◆ 日本のiPSC由来再生医療製品がPMDA迅速承認を経て複数上市

2029
◆ 遺伝子編集技術（CRISPR）を用いた治療薬が希少疾患で複数承認

◆ デジタルツインを活用したバイオ製造プラントが標準化され、生産効率が30%向上

◆ リビングバイオセンサーが食品安全・環境モニタリングで広範に導入

◆ 経口GLP-1受容体作動薬が肥満症治療市場で主要な地位を確立

2030
◆ 個別化医療が標準治療の一部となり、AIとセンサーデータに基づく治療計画が普及

◆ iPSC由来臓器オルガノイドが創薬スクリーニングと疾患モデリングで主流に

◆ 細胞・遺伝子治療のグローバルサプライチェーンが完全に自動化・最適化

◆ AIと合成生物学の融合による「スマート治療薬」が臨床試験入り
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参考文献一覧（全95件）

ID タイトル 出典 日付 地域 サブトピック

S1-01 01_CombiCult®プラットフォームがiPSC由来N
K細胞の生産性を攪拌槽型バイオリアクターで10
倍

Frontiers 2026-06-06 スイス 細胞培養技術

S1-02 02_GMIG Reportsが予測、日本の幹細胞市場は2
034年までに79億ドルへ成長

GMIG Reports 2026-06-08 日本 細胞培養技術

S1-03 03_バイオプロセスにおける次世代PATとQCがリ
アルタイム監視で生産性・品質を向上：ラマンプ
ローブでグル

Technology
Networks

2026-06-10 英国 細胞培養技術

S1-04 04_Cytiva、IEX・マルチモーダルレジンを用い
た帯電mAbバリアント分離で高純度化を達成：C
apt

Cytiva 2026-06-09 米国 細胞培養技術

S1-05 05_Made ScientificとPluristyxがiPSC細胞療法
製造で戦略的提携を強化、開発期間

Made Scientific 2026-06-05 米国 細胞培養技術

S1-06 06_A2 Healthcareが日本と世界のバイオイノベ
ーションを結ぶ、iPS細胞研究とPMDA迅速承認

The Worldfolio 2026-06-12 日本 細胞培養技術

S1-07 07_Bailunが選出する2026年研究室向けバイオ
リアクターメーカー トップ19：Eppendorfの

Bailun 2026-06-07 中国 細胞培養技術

S1-08 08_Reports and Data予測：米国の同種（既製
）細胞療法市場が2034年までに8800万ドル

Reports and Data 2026-06-12 米国 細胞培養技術

S1-09 09_REPROCELL、マルチサイト臨床試験でのPB
MC処理を標準化・効率化：半自動・閉鎖系シス
テムと全

REPROCELL 2026-06-11 日本 細胞培養技術

S1-10 10_CellaresとTScan Therapeuticsが血液悪性腫
瘍向けTCR-T療法候補「TSC-

OTC Markets
(BusinessWire)

2026-06-05 米国 細胞培養技術

S1-11 11_Evotec、iPSC由来マクロファージのGMP対
応3D攪拌槽型自動バイオプロセスを確立、一貫
した品

Evotec 2026-06-06 ドイツ 細胞培養技術

S1-12 12_MDPI論文が直接細胞リプログラミングの進
歩と課題を分析：線維性組織の機能的変換と安全
性・効率のボト

MDPI 2026-06-08 スイス 細胞培養技術

S1-13 13_プレプリントがNKG2D CAR-NK細胞のがん
免疫療法における進歩をレビュー：低GVHDリス
クとス

Preprints.org 2026-06-10 国際 細胞培養技術

S1-14 14_Century Therapeutics、iPSC由来膵島置換
療法「CNTY-813」の前臨床データ

BioSpace (via
GlobeNewswire)

2026-06-09 米国 細胞培養技術

S1-15 15_Heartseed、重症心不全向けiPSC由来心筋細
胞スフェロイド「HS-005」の第III相EME

Heartseed 2026-06-12 日本 細胞培養技術

S1-16 16_iPS由来心臓オルガノイドの「CellShip®」常
温保存法、7日間機能維持に成功

MDPI 2026-06-11 スイス 細胞培養技術

S1-17 17_細胞・遺伝子治療市場でCDMO戦略的提携が
加速、製造・コスト課題克服へ

Contract Pharma 2026-06-08 米国 細胞培養技術
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S1-18 18_バイオ医薬品製造の品質管理、FDAガイドラ
イン下でリアルタイムPATとAI統合へ

Technology
Networks

2026-06-10 英国 細胞培養技術

S1-19 19_VIVEbiotech社、in vivo用レンチウイルスベ
クター治療プログラムを15件に拡大、FDA

PharmaSource 2026-06-10 スペイ
ン

細胞培養技術

S1-20 20_創薬の未来を拓く3Dオルガノイドモデル、生
理学的関連性向上でスクリーニングを革新

学術論文 (UU.DIV
A-PORTAL.ORG)

2026-06-05 スウェ
ーデン

細胞培養技術

S1-21 21_研究用ウイルスベクター製造市場、2035年
までに82.6億ドル規模へ成長予測（CAGR
15.64%

GlobeNewswire 2026-06-09 米国 細胞培養技術

S1-22 22_ACS論文：Laminin-511模倣3D両性イオン
ハイドロゲル「PCB-LN511」、hPSC培養

ACS Publications 2026-06-11 米国 細胞培養技術

S1-23 23_STEMCELL Technologies、標準化されたhP
SC細胞株・分化キットでオルガノイド研究

STEMCELL
Technologies

— カナダ 細胞培養技術

S1-24 24_PackGene Biotech、遺伝子治療向け組換えA
AVベクター製造の最適化戦略を解説

PackGene Biotech 2026-06-09 中国 細胞培養技術

S1-25 25_iPS由来「瘢痕オルガノイド（SCO）」モデ
ル確立、ヒト肥厚性瘢痕の病態と抗線維化薬スク
リーニングを

MDPI 2026-06-05 スイス 細胞培養技術

S1-26 26_細胞培養装置市場、細胞治療R&D;拡大で成
長継続、シングルユース技術が牽引

MarketsandMarke
ts

— インド 細胞培養技術

S1-27 27_バイオプロセスアナリティクス、デジタルツ
インとAIでバイオ医薬品製造を最適化

World Pharma
Today

2026-06-05 米国 細胞培養技術

S1-28 28_FDAが承認するプロセス分析技術（PAT）、
リアルタイム測定で医薬品製造の品質を革新

Technology
Networks

2026-06-12 英国 細胞培養技術

S1-29 29_日立デジタルサービス、AIとクラウドでライ
フサイエンスDXを加速、創薬・バイオ製造を最
適化

Hitachi Digital
Services

2026-06-11 日本 細胞培養技術

S1-30 30_FDA、遺伝子治療開発の合理化に向けたドラ
フトガイダンス発表、早期アクセス促進へ

BioProcess
International

2026-06-08 米国 細胞培養技術

S1-31 31_Lonza、HEK293細胞を用いた高力価AAV生
産におけるエンドツーエンドのプロセススケーラ
ビリテ

Lonza 2026-06-11 スイス 細胞培養技術

S1-32 32_遺伝子デリバリーの主役：脂質ナノ粒子とウ
イルスベクター、それぞれの利点と適用を比較

Pharma Almanac 2026-06-12 米国 細胞培養技術

S1-33 33_デンマーク、バイオ製造インフラを強化：AG
C Biologicsが2.39億ドル投資で存在感を増す

GeneOnline 2026-06-10 デンマ
ーク

細胞培養技術

S2-01 01_Cellectisのlasme-cel、再発・難治性B-ALL
向け初のピボタル試験中同種CAR T療

Stock Titan
(Cellectis SEC
Filing)

2026-06-11 米国 iPS細胞・再生医療

S2-02 02_Fate
Therapeutics、iPSC由来オフザシェルフCAR
T療法FT819FT839FT

Fate Therapeutics 2026-06-05 米国 iPS細胞・再生医療
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S2-03 03_Imviva Biotechのオフザシェルフ同種CAR
T療法CTD402、再発・難治性T-ALLL

GlobeNewswire
(Imviva Biotech)

2026-06-11 米国 iPS細胞・再生医療

S2-04 04_Caribou
Biosciences、オフザシェルフ同種CAR
T療法vispa-celがリンパ腫

Fierce Biotech 2026-06-11 米国 iPS細胞・再生医療

S2-05 05_多発性骨髄腫対象の同種BCMA CAR
T療法CB-011、Phase
1で深い奏効と免疫隠蔽効果を

The ASCO Post 2026-06-10 米国 iPS細胞・再生医療

S2-06 06_Century Therapeutics、iPSC由来1型糖尿病
治療薬CNTY-813が前臨床で耐久

BioSpace
(Century
Therapeutics)

2026-06-09 米国 iPS細胞・再生医療

S2-07 07_Beam Therapeuticsの遺伝子編集候補BEAM
-302、AATD治療で良好な臨床データと

Simply Wall St 2026-06-10 米国 iPS細胞・再生医療

S2-08 08_Intellia TherapeuticsのLonvo-z、遺伝性血
管性浮腫治療で期待されるPhas

Simply Wall St 2026-06-07 米国 iPS細胞・再生医療

S2-09 09_BioCardiaのCardiAMP自家細胞療法、FDA市
販前承認と日本PMDA承認に向けた有望な進

MerlinTrader
(BioCardia分析)

2026-06-08 米国 iPS細胞・再生医療

S2-10 10_パーキンソン病に対する幹細胞治療が臨床段
階へ移行：BlueRockのPhase 3と日本のiPSCプ

NeurologyLive 2026-06-11 米国 iPS細胞・再生医療

S2-11 11_FDA、既存知識活用で細胞・遺伝子治療製品
の規制申請を効率化するドラフトガイダンスを発
表

Pharmuni 2026-06-08 米国 iPS細胞・再生医療

S2-12 12_FDA迅速承認経路ガイド：ファストトラック
、ブレイクスルーセラピー、RMATの戦略的選択

Boyd Consultants 2026-06-09 米国 iPS細胞・再生医療

S2-13 13_美容におけるエクソソーム治療、FDA未承認
で安全性警告
エビデンスに基づいたアプローチの重要性

Aesthetic Med
Guide

2026-06-04 米国 iPS細胞・再生医療

S2-14 14_FUJIFILM Cellular Dynamicsが新iPSC製造
施設を開設し、ライフサイエンスリ

FUJIFILM Cellular
Dynamics /
Indian Pharma
Post

2026-06-08 日本 iPS細胞・再生医療

S2-15 15_Made ScientificとPluristyxが戦略的提携を締
結、iPSC技術を統合し細胞治療製

BioPharm
International

2026-06-05 米国 iPS細胞・再生医療

S2-16 16_Alcami、Tjoapack買収でCDMO包装能力を
拡大し、細胞・遺伝子治療サプライチェーンを強
化

North Carolina
Biotechnology
Center

2026-06-09 米国 iPS細胞・再生医療

S2-17 17_ENCell、Ingenium TherapeuticsとのNK細
胞療法Gengleucelの米国臨

Bio 2026-06-04 韓国 iPS細胞・再生医療

S2-18 18_CDMOパートナーシップが細胞・遺伝子治療
市場の急成長を牽引：2034年までに1436億ドル
規模に

Contract Pharma 2026-06-08 米国 iPS細胞・再生医療

S2-19 19_Cartesian TherapeuticsとWestGene
Biopharmaが戦略的ライセンス

BioSpace
(Cartesian
Therapeutics)

2026-06-09 米国 iPS細胞・再生医療
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S2-20 20_AmMax BioがLonzaとライセンス契約締結：
ADCプログラムAMB-104向けコンジュゲーシ

The Pharma
Letter

2026-06-10 米国 iPS細胞・再生医療

S2-21 21_NovartisとOrionis Biosciencesが分子接着剤
発見で戦略的提携、最大14億ドル

BioBucks Biotech
BD&L; Tracker

2026-06-10 米国 iPS細胞・再生医療

S2-22 22_Human Continuum、エクソソームベースの
治療寿命プラットフォーム開発のため513万ドル
の

GlobeNewswire
(Human
Continuum Inc.)

2026-06-11 米国 iPS細胞・再生医療

S2-23 23_REPROCELL、AI設計CRISPRによる低免疫
原性iPSCを開発：オフザシェルフ細胞治療への革

REPROCELL 2026-06-04 日本 iPS細胞・再生医療

S2-24 24_CombiCult®スクリーニングプラットフォー
ム、iPSC由来NK細胞製造のフィーダーフリー・
バイ

Frontiers
(Preprint)

2026-06-04 ドイツ iPS細胞・再生医療

S2-25 25_非ウイルス性CRISPRCas9 HDRプラットフ
ォームが固形腫瘍モデルの安定的な遺伝子操作を
実現、

bioRxiv (Preprint) 2026-06-04 米国 iPS細胞・再生医療

S3-01 01_経口ペプチド「イコロキンラ」が中等度〜重
度尋常性乾癬治療薬として米国FDA承認、DDS技
術進歩が奏功

Dermatology
Times

2026-06-04 米国 創薬・DDS

S3-02 02_AlphaFoldとAlphaFold 3がタンパク質構造
・分子間相互作用予測を革新、創薬期間を大幅

IntuitionLabs /
dev.to

2026-06-06 米国 創薬・DDS

S3-03 03_AIとノードバイオロジー統合により細胞応答
予測を加速、次世代創薬エンジン構築へ

amacad.org 2026-06-05 米国 創薬・DDS

S3-04 04_AI機械学習が創薬のターゲット特定と精密ナ
ノ医療を推進、候補薬選定と生物経路分析を高度
化

Dove Medical
Press

2026-06-09 米国 創薬・DDS

S3-05 05_ABL BioのEGFRMUC1二重標的二重特異性A
DC「ABL209」が米国第1相試験を進行中、W

Seoul Economic
Daily

2026-06-07 韓国 創薬・DDS

S3-06 06_バイオRxiv発表：APOSMがペアワイズ優先
学習でジェネラティブ小分子設計を改善、リード
最適化を加

bioRxiv 2026-06-10 米国 創薬・DDS

S3-07 07_AI創薬の臨床的成果不足と検証危機：AlphaF
oldの限界と規制の課題をMDPIが指摘

MDPI 2026-06-12 スイス 創薬・DDS

S3-08 08_Protaiが構造プロテオミクスガイド型AI「AI
MS-Fold」を発表、誘導近接治療薬設計を革新

BioSpace 2026-06-10 米国 創薬・DDS

S3-09 09_Isomorphic Labs、AlphaFold 3を活用しAI
設計のがん・免疫治療薬を臨床試験へ

IntuitionLabs 2026-06-06 英国 創薬・DDS

S3-10 10_GLP-1市場、肥満症向け経口薬とトリプルア
ゴニスト開発で競争激化、代謝性疾患治療薬市場
は1500億

DataM
Intelligence

2026-06-08 米国 創薬・DDS

S3-11 11_ThinkBio.AiがAI創薬ツール市場をリード、
ターゲット特定と臨床試験計画を革新

BioStock Info 2026-06-09 スウェ
ーデン

創薬・DDS



医療・バイオ Field Intelligence Report | Vol. 48 2026.06.08 — 06.14 | Page 18

ID タイトル 出典 日付 地域 サブトピック

S3-12 12_Latent Labsの生成AIが分子設計を根底から
変革、マクロ環状ペプチド・抗体候補を数週間で
生成

CVPR (Computer
Vision and
Pattern
Recognition)

2026-06-05 米国 創薬・DDS

S3-13 13_UVAがAI拡散モデル「YuelDesign」を開発
、タンパク質柔軟性を考慮した薬物設計でCDK2
標

IntuitionLabs 2026-06-06 米国 創薬・DDS

S3-14 14_インペリアル・カレッジ・ロンドン、フロー
マップAIモデル「DeCAF-Pearl」で大規模分子ス
クリ

Imperial College
London

2026-06-10 英国 創薬・DDS

S3-15 15_2025年、ADC市場が変革期を迎え新規候補
薬130種が臨床開発へ、二重特異性ADCが急成長

ChemExpress 2026-06-11 中国 創薬・DDS

S3-16 16_FDAがバイオロジクスと複合製剤の非臨床試
験を合理化、ADCにNAMs適用で非ヒト霊長類使
用削減へ

FDA 2026-06-04 米国 創薬・DDS

S3-17 17_AI抗体設計の信頼性はトレーニングデータに
依存：AlphaFold時代のデータ品質課題を指摘

Drug Discovery
News

2026-06-04 米国 創薬・DDS

S4-01 01_Caltechが伸縮性300%の組織一体型SIRESバ
イオエレクトロニクスを開発、ウェアラブル・埋
め

Caltech.edu 2026-06-10 米国 バイオセンサー

S4-02 02_Scientific Reportsがフェムトモル感度で大腸
菌DNAを検出する増幅不要な炭素ドットバ

Scientific Reports
(News-Medical.ne
t経由)

2026-06-08 不明 バイオセンサー

S4-03 03_FDAが指先穿刺不要のDexcom
SteloとAbbott Libre CGMを承認、非インスリン

Mattioli 1885 /
GoodRx

2026-06-11 米国 バイオセンサー

S4-04 04_バイオセンサー市場は個別化医療と遠隔モニ
タリングにより2034年まで持続的な成長を予測

MolecularCloud 2026-06-10 不明 バイオセンサー

S4-05 05_ハイドロゲルベースセンサーの性能をナノ材
料で飛躍的に向上、ウェアラブルpHメーターで9
3%の精度を達

MDPI (Polymers) 2026-06-10 スイス バイオセンサー

S4-06 06_埋め込み型および非侵襲型連続ヘルスセンサ
ー、AIと無線通信で個別化医療を推進し最長1年
の皮下留置を実

ELE Times 2026-06-09 インド バイオセンサー

S4-07 07_ACS Sensorsがデノボタンパク質スイッチ「
LOCKR」を用いたモジュラー型バイオセンサー
設計

ACS Sensors 2026-06-04 米国 バイオセンサー

S4-08 08_バイオセンサーとOrgan-on-a-Chipの統合に
より、疾患モデリングと創薬スクリーニングを革
新

Frontiers 2026-06-04 スイス バイオセンサー

S4-09 09_Photonics.comがポイントオブケア診断向け
ウェハーレベル光学のスペクトル応答性最適化を
報告

Photonics.com 2026-06-05 米国 バイオセンサー

S4-10 10_導電性ポリマーベースの病原体検出バイオセ
ンサーが食品安全、水質、臨床診断に革新をもた
らす

ResearchGate 2026-06-11 不明 バイオセンサー
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S4-11 11_IndexBoxが世界の乳酸酵素バイオセンサー
市場はPOCTとスポーツウェアラブルの需要増で2
035

IndexBox 2026-06-11 米国 バイオセンサー

S4-12 12_Tb-A9C錯体バイオセンサー、血清中tPSAを
0.0159 ng mL⁻¹で検出、前立腺癌早期診断

ResearchGate 2026-06-04 不明 バイオセンサー

S4-13 13_メリーランド大学、マラリア早期兆候検出用
ウェアラブルバイオセンサー臨床研究の参加者を
募集

The Elm
(University of
Maryland School
of Medicine)

2026-06-10 米国 バイオセンサー

S4-14 14_合成生物学とナノテクノロジーの融合：マイ
コトキシン監視を革新するインテリジェント・リ
ビングバイオセン

Iris Publishers 2026-06-10 米国 バイオセンサー

S4-15 15_OAE Publishing Inc.が心血管バイオマーカ
ー検出用電気化学免疫センサーの進歩をレビュ

OAE Publishing
Inc.

2026-06-10 中国 バイオセンサー

S4-16 16_MDPI「Biosensors」2026年6月号が食品媒
介病原体の遠心マイクロ流体チップによるPOC

MDPI 2026-06 スイス バイオセンサー

S4-17 17_炭素系ナノ材料センサーが法医学調査に新た
な道を開く：サブマイクロモル検出限界と多重検
出の未来

ResearchGate 2026-06-09 不明 バイオセンサー

S4-18 18_MDPIが精神神経疾患・神経変性疾患診断向
けナノ材料バイオセンサーの進歩をレビュー、バ
イオファウリン

MDPI 2026-06-11 スイス バイオセンサー

S4-19 19_RSC PublishingがPOCT向け迅速細菌診断の
電気化学・ラマンベースアプローチの進展をレビ

RSC Publishing 2026-06-04 英国 バイオセンサー

S4-20 20_Nano-Micro Lettersがポリマーベースの柔軟
なワイヤレスセンサーをレビュー、表皮・皮下

Nano-Micro
Letters

2026-06-09 中国 バイオセンサー

編集後記

AIと自動化が医療・バイオ分野の未来を再定義する。
今週の分析は、医療・バイオ分野がAIと自動化技術を核とした変革期にあることを明確に示した。iPSC由来のオフザシ
ェルフ型細胞治療薬の臨床進展は、個別化医療の限界を打ち破り、より広範な患者へのアクセスを可能にする。AlphaF
old 3に代表されるAI創薬は、分子設計のプロセスを劇的に加速させ、これまで「un-druggable」とされてきたターゲ
ットへの挑戦を可能にする。これらの技術革新は、開発期間の短縮とコスト削減に直結し、製薬業界の競争環境を根本
から変えるだろう。

製造プロセスにおいても、リアルタイムPAT、デジタルツイン、シングルユース技術の導入が進み、品質の一貫性と生
産効率が飛躍的に向上している。これは、複雑な細胞・遺伝子治療薬の商業化におけるボトルネックを解消し、安定供
給を可能にする上で不可欠な要素だ。また、ウェアラブル・埋め込み型バイオセンサーの進化は、予防医療と遠隔モニ
タリングを現実のものとし、患者中心のヘルスケアモデルへの移行を加速させる。日本はiPSC研究における強みを活か
し、PMDAの迅速承認制度と連携することで、国際的なイノベーションハブとしての地位をさらに強化できる。

しかし、これらの進歩は新たな課題も提起する。AIモデルの臨床的検証、データ品質の確保、新規モダリティの規制枠
組み、そしてグローバルなサプライチェーンの安定化は、引き続き業界全体で取り組むべき重要課題である。特に、AI
技術の倫理的側面や、高度な治療法への公平なアクセスをどのように確保するかは、社会全体で議論すべきテーマとな
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る。日本企業は、これらの課題を克服し、世界の医療・バイオ分野をリードするために、戦略的な投資と国際的な連携
をさらに強化する必要がある。

◆ AI創薬の臨床的検証を加速し、信頼性を確保するための新たな規制・評価フレームワークは何か？

◆ オフザシェルフ型細胞治療薬の製造コストをさらに削減し、グローバルな供給網を確立するための次の一手は何か？

◆ ウェアラブル・埋め込み型バイオセンサーから得られる膨大な生体データを、個別化医療に最大限活用するためのデー
タ統合・解析戦略は何か？
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